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組合員数  6,826名（団体含）

貯金残高 70,888百万円
貸出金残高 16,527百万円
長期共済保有高 2,804.7億円
購買品供給高 2,109,412千円
販売品取扱高 1,108,994千円
職員数（パート除く） 138名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
平成 30 年 5 月 25 日（金）
平成 30 年 6 月 25 日（月）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

さかい のぶよし

エーコープマーク品は、安心と信頼のくらしの良品です。

国産
愛用

アンケートのお願い
エーコープマーク品についての貴重なご意見・ご要望を今後の商品開発、
カタログ作成等に役立てたく広くお声をお聞きしたいとアンケートを実施
します。アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で50名様に
1,000円相当の粗品をプレゼントします。なお、当選者の発表は商品の発送
をもってかえさせていただきます。

エーコープマーク品には、食品・日用品・衣料品など私たちのくらしに必要な商品が、約1,200アイテ
ムあります。健康で豊かなくらしには、安全・安心な商品が何よりも大切です。エーコープマーク品の開
発指針にも「安心して使える商品」を掲げ、「安全・安心」にこだわりを持った商品開発を行っています。

主原料が国産100％の商品にのみエーコープ品オリジナルの
「国産愛用」マークを表示しています。

個人情報のお取り扱いについて
ご記入いただいた個人情報は、賞品の発送に使用させていただきます。また、その個人
情報をお客様の同意を得ないでJA以外の第三者に開示・提供することはありません。

組合員様に支えられ、お陰様で創業100年を迎えることができました。
今後ともエーコープの醸造元 大興産業株式会社をよろしくお願い致します。

〈応募先〉〒920-0357 金沢市佐奇森町イ7番地1
　　　　株式会社ジャコム石川 食品部 組織用品課 共同購入事務局

官製はがきにアンケート①～③の回答、郵便
番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号・購入先
JA名を明記の上、下記宛先までご応募ください。

応募
方法

アンケート
①オススメしたいエーコープマーク品を教えてください。
②カタログに掲載してほしい商品がありましたら記入
お願いします。
③ご意見・ご要望を記入お願いします。

応募締切
平成30年
8月1日㈬
消印有効

エーコープマーク品

安全・安心な国内産
食品原材料を優先使用

オリジナル開発商品
「安全・安心」にこだわる 安全・安心な国産の原材料を優先的に使用しています。

1
食品添加物や残留農薬など食品の安全性や、品質を規定する項目につい
て厳しいチェックを行い、安全性の確保と品質の維持向上に努めています。

安全・傾向に配慮した
品質基準や表示基準を設定2

環境に優しいことを商品開発の重要なポイントにしています。

地球環境に
優しい商品を開発3

全農営農・技術センターに、エーコープマーク品の商品検査を担当する
商品管理室を設置しています。

JAグループ（全農）が
品質を保証4

ありがとうございます！
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JA白山は地産地消を
応援しています

ふるまい鍋に長蛇の列

　
４
月
27
日
、
県
内
26
番
目
（
国
土
交
通
省

の
認
可
）
の
道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
が

国
道
８
号
線
沿
い
宮
丸
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
白
山
市
の
パ
ワ
ー
を
総
結
集
し
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
で
す
。

　
白
山
市
全
域
か
ら
農
産
物
や
地
場
産
品
が

並
ぶ
売
り
場
、
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

活
用
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
情
報
発
信

施
設
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
地
場
産
品
の
直
売
所
は
Ｊ
Ａ
白
山
・
Ｊ
Ａ

松
任
の
共
同
経
営
で
、
地
元
産
の
新
鮮
野
菜

や
独
自
の
６
次
化
商
品
を
中
心
に
出
品
し
、

売
り
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
来
場
者
数
は
約
４
７
０
０

人
で
、
開
店
と
同
時
に
多
く
の
人
で

活
気
づ
き
ま
し
た
。
出
店
し
た
た
け

の
こ
や
山
菜
も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、

補
充
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
で
し

た
。「
あ
ま
り
山
菜
は
食
べ
な
い

が
、
新
鮮
で
美
味
し
そ
う
な
の
で

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
す
。」
と
、
ス

タ
ッ
フ
に
調
理
法
を
聞
い
て
い
る
方

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
太
田
裕
介
副
店
長
は
、

「
白
山
の
恵
み
と
、
Ｊ
Ａ
白
山
管
内

の
産
物
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出荷者大募集！！
山麓で作った『野菜』や
『オリジナル商品』を

直売所へ出荷しませんか！
お問い合わせ：JA 白山  営農経済部  営農企画課
担当：中田 TEL 076-273-5277

が

DATA

住所 〒924-0033 白山市宮丸町2183番地
TEL 076－276－8931
FAX 076－276－8941
H  P http://megumi-hakusan.com
開設時間 駐車場・トイレ　24時間

地場産品売場＆レストラン
　4月～12月／定休日なし
　1月～  3月／毎週火曜定休
　年末年始休／12月31日～1月4日

白山の恵みが

勢ぞろい！

JA直売所

白山の美味しさ満腹
風土ぴあ

レストラン

地元の生産者が丹精込めた安全・安心な新鮮
野菜や果物、味噌・醤油などの発酵食品、地酒
にお菓子など魅力的な商品が盛り沢山です。

白山の山の幸、海の幸たっぷり
の美味しさを130席の大空間で
召し上がれ！

Ｈ27年６月にオープンした「よらんかいねぇ広場」はお蔭様でもう
すぐ3周年を迎えます。ワンストップショッピングを可能にした、県下
最大級の店舗で地産地消を拡充するJA白山の主要事業の１つです。
生産者と消費者をつなぐ「よらんかいねぇ広場」は、国内はもちろん
海外視察を受けるほど注視され、新しいタイプの直売所として高い
評価を受けています。

「地産地消」とは…
「自分の住んでいる地域で作った農畜産物
や、伝統食を食べる・栄養価の高い旬の
ものを工夫して食べる」という意味も込め
られており、私たちＪＡでは健康とその
土地に伝わる食文化を守るための活動に
努めています。
流通が発達した現在では、様々な地域の
食物が容易に手に入るようになりました
が、豊かな食生活を送れる反面、食物に
対する関心も失われつつあります。

ワンストップ
ショッピングの

JA白山農産物直売所
ワンストップ

ショッピングの
JA白山農産物直売所

山菜（わらび、うどなど）

白山猪肉おでん

木滑なめこ天そば

白山半固豆腐の
揚げ出し豆腐

白山定食
（イノシシ肉のハンバーグ）

旬のたけのこ オープンオープン
JA白山・JA松任が共同で直売所を開設
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おしらせ
初掘り作業（坂尻町）

育苗ハウスでの巡回（井口グリーンワークス）

講習会の様子（本店２階）

白山ねぎ ハウス巡回（鹿島農園）

　
４
月
18
日
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
た
け
の

こ
の
初
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
坂
尻
町
の
界
信
好
さ
ん
ご
夫
婦
は
早
朝
か

ら
急
斜
面
の
竹
林
に
入
り
、
か
ご
い
っ
ぱ
い

収
穫
し
て
い
ま
す
。

　「
た
け
の
こ
は
、
短
く
て
太
い
も
の
、
下

が
白
い
も
の
が
美
味
し
い
。
や
っ
ぱ
り
朝
ど

れ
が
一
番
だ
。」
と
話
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
も
数
か
所
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
雪
害
に
よ
る
影
響
は
一
見
な
い

よ
う
に
思
う
が
、
来
年
以
降
に
出
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
年
は
雪
解
け
が
遅
か
っ
た
た
め
、
連
休

明
け
ま
で
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
け
の
こ
初
出
荷

営農だより 

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

　
育
苗
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
荷
さ
れ
た
出
芽

苗
は
、
委
託
生
産
者
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
20
〜
25
日
間
、
約
13
セ
ン
チ
ほ
ど
の
硬

化
苗
に
な
る
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
営
農
指
導
員
が
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
、

生
育
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
寒
い

時
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
順
調
に
育
っ

て
い
ま
す
。

　
大
雪
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

田
植
え
の
時
期
も
例
年
ど
お
り
行
わ
れ
る

予
定
で
、
今
か
ら
収
穫
時
期
が
楽
し
み

で
す
。

育
苗
巡
回
開
始

　
４
月
11
日
、
会
員
と
関
係
者
約

60
名
が
参
加
し
、
本
店
２
階
研
修

室
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
出
荷
者
協
議
会
会
長
伊
藤
務

さ
ん
か
ら
、「
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
践
し
、
良
質
な
野
菜
を
多
く
出
荷
し
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
営
農
戦
略
室

の
小
田
桐
氏
を
講
師
に
迎
え
、土
壌
作
り

の
大
切
さ
や
、施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
、
肥
料
成
分
の
違
い

に
よ
り
用
途
が
異
な
る
の
で
肥
培
管
理
を

す
る
事
や
事
前
の
土
作
り
・
土
壌
改
良
を

す
る
事
で
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
事
な
ど

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会

夏
野
菜
栽
培
講
習
会

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

　
４
月
１
日
発
足
し
た
「
夢
耕
坊
」

の
合
併
記
念
式
典
が
蝶
屋
支
店
２
階

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
の
中
西
義
孝
氏
が
「
み
な
さ
ん
と

共
に
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
く
思
う
。」
と
挨
拶
、
来
賓
で
出
席
し
た

当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
は
「
地
域
農
業
の
振
興

と
発
展
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
夢
耕
坊
」
は
美
川
西
地
区
の
３
法
人
が

合
併
し
た
、
管
内
最
大
規
模
の
営
農
法
人

で
す
。
作
業
の
効
率
化
と
複
合
経
営
に
よ
る

こ
れ
か
ら
の
経
営
に
大
き
な
期
待
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

営
農
法
人「
夢
耕
坊
」合
併
式

　
４
月
25
日
、
蝶
屋
地
区
・
鶴
来

地
区
に
お
い
て
、
石
川
農
林
総
合

事
務
所
の
村
濱
氏
と
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が

白
山
ね
ぎ
の
育
苗
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
巡
回
に
先
立
ち
、
今
後
の
育
苗
管
理
で

の
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
方
法
や
、
定
植
前
日

の
液
肥
の
か
ん
注
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ニ
ッ
テ
ン
小
澤
氏

よ
り
ね
ぎ
定
植
機
の
講
習
会
も
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
操
作
方
法
や
注
意
点
を
聞
く

こ
と
で
、
各
圃
場
に
適
し
た
や
り
方
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
巡
回
で
は
、
換
気
の
重
要
性
や
水
を

あ
げ
す
ぎ
な
い
こ
と
、
苗
を
そ
ろ
え
る

剪
葉
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

白
山
ね
ぎ
育
苗
巡
回

所得
 増大

生産
 拡大

　
４
月
21
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
、
平
成
30
年
度
事
業
方
針
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
役
員
よ
り
基
本
目
標
数
値
の

説
明
が
あ
り
、
目
標
達
成
に
向
け
、
職
員

の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
央
会
経
営
対
策
部
、
田
中

さ
ん
に
よ
る
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
と
は
、「
職
場
の
潜
在
的
な

危
険
性
ま
た
は
有
害
性
を
見
つ
け
出
し
、

こ
れ
を
除
去
・
低
減
す
る
」
た
め
の
手
法

で
す
。

　
今
年
度
重
点
取
組
と
し
て
、
労
働
災
害

の
発
生
防
止
・
抑
止
に
向
け
た
リ
ス
ク
対

策
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

事
業
方
針
説
明
会 

開
催

(有)アグリサポート白山は
地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます

　白山ねぎはJA白山の重点推進品目です。
4月21日、春の木ハウスで管理されていたネギ
苗の定植が始まりました。大きく伸びたネギ
ですが、圃場での生育をそろえるために12
センチほどにカットされてから植えつけ作業
を行います。今年は、夏扇パワー、夏扇‒3号、
関羽1本太の3品種を7月から12月まで出荷
予定です。

　当JAは石川県内でブロッコリー産地と
して年に2期、出荷しています。4月23日は
春の木ハウスで管理されていたブロッコリー
12,800株をアグリサポートのスタッフ総出で
定植しました。ブロッコリーも「白山農業」
の重点推進品目の1つです。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

ほじょう
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おしらせ
初掘り作業（坂尻町）

育苗ハウスでの巡回（井口グリーンワークス）

講習会の様子（本店２階）

白山ねぎ ハウス巡回（鹿島農園）

　
４
月
18
日
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
た
け
の

こ
の
初
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
坂
尻
町
の
界
信
好
さ
ん
ご
夫
婦
は
早
朝
か

ら
急
斜
面
の
竹
林
に
入
り
、
か
ご
い
っ
ぱ
い

収
穫
し
て
い
ま
す
。

　「
た
け
の
こ
は
、
短
く
て
太
い
も
の
、
下

が
白
い
も
の
が
美
味
し
い
。
や
っ
ぱ
り
朝
ど

れ
が
一
番
だ
。」
と
話
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
も
数
か
所
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
雪
害
に
よ
る
影
響
は
一
見
な
い

よ
う
に
思
う
が
、
来
年
以
降
に
出
て
く
る

可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
年
は
雪
解
け
が
遅
か
っ
た
た
め
、
連
休

明
け
ま
で
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

た
け
の
こ
初
出
荷

営農だより 

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

　
育
苗
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
荷
さ
れ
た
出
芽

苗
は
、
委
託
生
産
者
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
20
〜
25
日
間
、
約
13
セ
ン
チ
ほ
ど
の
硬

化
苗
に
な
る
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
営
農
指
導
員
が
ハ
ウ
ス
を
巡
回
し
、

生
育
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
寒
い

時
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
順
調
に
育
っ

て
い
ま
す
。

　
大
雪
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

田
植
え
の
時
期
も
例
年
ど
お
り
行
わ
れ
る

予
定
で
、
今
か
ら
収
穫
時
期
が
楽
し
み

で
す
。

育
苗
巡
回
開
始

　
４
月
11
日
、
会
員
と
関
係
者
約

60
名
が
参
加
し
、
本
店
２
階
研
修

室
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
出
荷
者
協
議
会
会
長
伊
藤
務

さ
ん
か
ら
、「
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
践
し
、
良
質
な
野
菜
を
多
く
出
荷
し
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
営
農
戦
略
室

の
小
田
桐
氏
を
講
師
に
迎
え
、土
壌
作
り

の
大
切
さ
や
、施
肥
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
、
肥
料
成
分
の
違
い

に
よ
り
用
途
が
異
な
る
の
で
肥
培
管
理
を

す
る
事
や
事
前
の
土
作
り
・
土
壌
改
良
を

す
る
事
で
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
事
な
ど

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会

夏
野
菜
栽
培
講
習
会

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

　
４
月
１
日
発
足
し
た
「
夢
耕
坊
」

の
合
併
記
念
式
典
が
蝶
屋
支
店
２
階

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
の
中
西
義
孝
氏
が
「
み
な
さ
ん
と

共
に
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
く
思
う
。」
と
挨
拶
、
来
賓
で
出
席
し
た

当
Ｊ
Ａ
竹
内
組
合
長
は
「
地
域
農
業
の
振
興

と
発
展
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
夢
耕
坊
」
は
美
川
西
地
区
の
３
法
人
が

合
併
し
た
、
管
内
最
大
規
模
の
営
農
法
人

で
す
。
作
業
の
効
率
化
と
複
合
経
営
に
よ
る

こ
れ
か
ら
の
経
営
に
大
き
な
期
待
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

営
農
法
人「
夢
耕
坊
」合
併
式

　
４
月
25
日
、
蝶
屋
地
区
・
鶴
来

地
区
に
お
い
て
、
石
川
農
林
総
合

事
務
所
の
村
濱
氏
と
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が

白
山
ね
ぎ
の
育
苗
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
巡
回
に
先
立
ち
、
今
後
の
育
苗
管
理
で

の
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
方
法
や
、
定
植
前
日

の
液
肥
の
か
ん
注
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ニ
ッ
テ
ン
小
澤
氏

よ
り
ね
ぎ
定
植
機
の
講
習
会
も
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
操
作
方
法
や
注
意
点
を
聞
く

こ
と
で
、
各
圃
場
に
適
し
た
や
り
方
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
巡
回
で
は
、
換
気
の
重
要
性
や
水
を

あ
げ
す
ぎ
な
い
こ
と
、
苗
を
そ
ろ
え
る

剪
葉
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

白
山
ね
ぎ
育
苗
巡
回

所得
 増大

生産
 拡大

　
４
月
21
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
、
平
成
30
年
度
事
業
方
針
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
役
員
よ
り
基
本
目
標
数
値
の

説
明
が
あ
り
、
目
標
達
成
に
向
け
、
職
員

の
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
央
会
経
営
対
策
部
、
田
中

さ
ん
に
よ
る
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
」
と
は
、「
職
場
の
潜
在
的
な

危
険
性
ま
た
は
有
害
性
を
見
つ
け
出
し
、

こ
れ
を
除
去
・
低
減
す
る
」
た
め
の
手
法

で
す
。

　
今
年
度
重
点
取
組
と
し
て
、
労
働
災
害

の
発
生
防
止
・
抑
止
に
向
け
た
リ
ス
ク
対

策
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

事
業
方
針
説
明
会 

開
催

(有)アグリサポート白山は
地域農業振興に向けて情報発信と営農支援に取り組んでいます

　白山ねぎはJA白山の重点推進品目です。
4月21日、春の木ハウスで管理されていたネギ
苗の定植が始まりました。大きく伸びたネギ
ですが、圃場での生育をそろえるために12
センチほどにカットされてから植えつけ作業
を行います。今年は、夏扇パワー、夏扇‒3号、
関羽1本太の3品種を7月から12月まで出荷
予定です。

　当JAは石川県内でブロッコリー産地と
して年に2期、出荷しています。4月23日は
春の木ハウスで管理されていたブロッコリー
12,800株をアグリサポートのスタッフ総出で
定植しました。ブロッコリーも「白山農業」
の重点推進品目の1つです。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

-安全・
安心-

心をこめ
て

作ってい
ます。

ほじょう

04Public Relations Magazine JAだより　平成30年5月発行05 Public Relations Magazine JAだより　平成30年5月発行



第
１
回
理
事
会

日
時
／
平
成
30
年
４
月
26
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
３
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査

定
結
果
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
３
月
末
貸
出
金
等
の
自
己
査
定
の
結
果
、

２
９
８
０
先
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
適
正
で
あ

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

（
可
決
）

平
成
29
年
度
事
業
に
お
い
て
、固
定
資
産（
建
物
）で
減

損
損
失
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
リ
ス
ク
管
理
積
立

金
規
程
第
6
条
第
4
項
に
基
づ
き
積
立
金
額
か
ら
当

該
損
失
相
当
額
を
取
崩
す
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
、そ

の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
規
程
の一部
改
正

に
つ
い
て（
可
決
）

将
来
の
臨
時
損
失
発
生
へ
の
備
え
や
内
部
留
保
の
充
実・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
リ
ス
ク
管
理
積
立
金

規
程
に
つ
い
て
、積
立
目
標
額
を
20/

１
０
０
０
か
ら
25/

１
０
０
０
に
増
額
、積
立
目
標
期
間
を
５
年
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
平
成
29
年
度
決
算
及
び
平
成
30
年
度
事

業
計
画
の
承
認
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
度
決
算
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
決
算
及
び
剰
余
金
処
分（
案
）、事
業
計
画
書（
案
）

（
情
勢
と
基
本
姿
勢
、事
業
別
基
本
方
針
と
重
点
実
施

事
項
、取
扱
高
計
画
、予
定
損
益
計
算
書
）に
基
づ
き
審

議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

（
可
決
）

総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項（
７
議
案
及
び
３
報
告

事
項
）に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
６
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与

等（
貸
付
金
の
額
、手
形
の
割
引
金
額
、債
務
の

保
証
額
、株
式
又
は
出
資
の
額
、私
募
の
社
債

の
額
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル・ペ
ー
パ
ー
の
額
及
び
有

価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、コ
ー
ル

ロ
ー
ン
の
額
、預
け
金
の
額
、金
銭
の
信
託
の

額
、公
募
の
社
債
の
額
、金
融
債
の
額
、コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン（
融
資
未
実
行
部
分
）、そ
の

他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

同
一
人
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の

供
与
等（
貸
付
金
の
額
、手
形
の
割
引
金
額
、債

務
の
保
証
額
、株
式
又
は
出
資
の
額
、私
募
の

社
債
の
額
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル・ペ
ー
パ
ー
の
額
及

び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、

コ
ー
ル
ロ
ー
ン
の
額
、預
け
金
の
額
、金
銭
の
信

託
の
額
、公
募
の
社
債
の
額
、金
融
債
の
額
、コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン（
融
資
未
実
行
部
分
）、そ

の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）の
最

高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内

容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て（
可
決
）

借
入
金
の
最
高
限
度
額
10
億
円
の
決
定
に
つ

い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の

決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
12・０
％
の
決

定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
　
余
裕
金
運
用

方
針
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て
審

議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大

口
信
用
供
与
等
の
決
定
の
う
ち
組
合
長
に
一

任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て（
可
決
）

余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与

等
の
決
定
の
う
ち
組
合
長
に一任
す
る
限
度

額
５
億
円
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
職
員
退
職
給
与
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

こ
れ
ま
で
50
歳
以
上
の
早
期
退
職
者
へ
退
職

金
割
増
措
置
を
講
じ
て
き
た
が
、高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
等
、総
合
的
に
勘
案
し
、満
60

歳
３
月
ま
で
の
就
労
を
促
す
べ
く
早
期
退
職

の
特
例
措
置（
割
増
退
職
金
）の
廃
止
に
つ
い

て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
手
取
Ｃ
Ｅ
籾
殻
庫
改
修
工
事
の

実
施
に
つ
い
て（
可
決
）

昭
和
28
年
12
月
に
鳥
越
有
機
生
産
組
合
よ

り
無
償
譲
渡
を
受
け
た
手
取
Ｃ
Ｅ
籾
殻
庫

は
、40
年
近
い
経
過
か
ら
腐
食
、老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
今
般
、改
修
工
事
を
行
な
い

ま
す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
、承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
平
成
30
年
度
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・プ
ロ
グ

ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て
、基
本
方
針
、コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
実
践
体
制
、平
成
30
年
度
実
践

事
項
に
つ
い
て
審

議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
平
成
30
年
３
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
平
成
29
年
度
　
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ

い
て

３
　
平
成
30
年
度
　
第
１
四
半
期
余
裕
金
運

用
方
針
に
つ
い
て

４
　
平
成
29
年
度
　
内
部
監
査
に
関
す
る
報

告
に
つ
い
て

５
　
自
店
検
査
結
果
の
報
告（
平
成
30
年
１
〜

３
月
実
施
分
）に
つ
い
て

６
　
大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

７
　
平
成
30
年
度
　
第
１
四
半
期
子
会
社
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
事
業
報
告
に
つ
い
て

８
　
平
成
29
年
度  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・プ
ロ

グ
ラ
ム
取
組
状
況
報
告
に
つ
い
て

９
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
受

付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

10
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等

の
発
生
状
況
に
つ
い
て

11
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢

力
等
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

12
　
平
成
29
年
度
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

13
　
第
11
回
通
常
総
代
会
地
区
別
議
案
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て

14
　
そ
の
他

　
　
①
産
物
直
売
所「
め
ぐ
み
白
山
」の
開
店

に
つ
い
て

　
　
②
広
報
誌「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
」の
全
戸
配
布

に
つ
い
て

こ
れ
ら
14
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
時
　
平
成
30
年
６
月
23
日
（
土
）

●
場
所
　
J
A
白
山
本
店

　
　
　
　
鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

平
成
29
年
度

第
11
回
通
常
総
代
会
開
催

　女
性
部

平
成
29
年
度
第
10
回
J
A
白
山
女
性
部
通
常
総
会
開
催

　
４
月
７
日
、
第
10
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部

通
常
総
会
が
、
つ
る
ぎ
支
店
２
階
会
議
室

で
関
係
者
50
名
が
参
加
し
、
開
催
し
ま
し

た
。
清
水
外
志
恵
部
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
平
成
29
年
度
優
績
活
動
賞
と
し
て

「
ふ
れ
ん
ず
」が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
当
Ｊ
Ａ
竹
内
文
雄
組
合
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
30
年
度
事
業
計
画
と

し
て
「
家
の
光
」
普
及
運
動
を
展
開
し
、

「
食
」と「
農
」
を
基
軸
と
し
た
地
産
地
消

の
普
及
活
動
を
重
要
事
項
と
す
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
社
会
貢
献
活
動
」や「
グ
リ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
等
を
開
催
し
、

女
性
の
自
主
・
自
立
に
基
づ
い
た
活
動
の

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
浦
顧
問
の
挨
拶
で
総
会
は
閉
会
し
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
第
10
回
J
A
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
開
催

　青
壮
年
部

■
平
成
30
年
度
新
役
員

顧
　
問  

浦
　
久
美
子
（
手
取
支
部
）

部
　
長  

清
水
外
志
恵
（
つ
る
ぎ
支
部
）

副
部
長  

太
田
　
千
鶴
（
つ
る
ぎ
支
部
）

副
部
長  

岡
田
　
篤
子
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事  

藤
川
　
早
苗
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事  

林
　
　
尚
美
（
つ
る
ぎ
支
部
）

本
部
事
務
局

　
　
谷
口
英
里
子
・
藤
本
　
美
穂

手
取
支
部

　
　
東
野
　
　
薫
・
鶴
尾
　
理
菜

鶴
来
支
部

　
　
藤
田
ま
り
子
・
大
平
結
美
子

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

　
　
澤
　
真
佐
恵
・
阿
部
羅
香
織

　
４
月
22
日
、
第
10
回
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年

部
通
常
総
会
が
本
店
２
階
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
は
関
係
者
25
名
が
参
加
し
、

林
展
弘
委
員
長
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、

竹
内
組
合
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
平
成
29
年
度
事
業
報
告

で
は
、
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た「
比
咩
の
米
奉
納
白
山
登
山
」

や
、
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の
ア
ー
ト
部
門
に

お
け
る
蝶
屋
支
部
の
全
国
大
会
優
秀
賞
の

受
賞
な
ど
、
様
々
な
活
動
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
事
業
で
は
昨
年
度
の
活
動

に
加
え
、
バ
ケ
ツ
で
米
を
栽
培
す
る
「
バ

ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
参
加
募
集
を

拡
大
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
農
業
へ
の

親
し
み
を
さ
ら
に
発
信
し
て
い
く
計
画
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
退
任
す
る
林
委
員
長
か
ら
、「
新
委
員

長
を
先
頭
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
年
度
就
任
し
た

中
村
春
樹
委
員
長（
蔵
山
支
部
）か
ら
は
、

「
よ
り
よ
い
活
動
を
行
う
に
は
、
盟
友
み

ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
。
明
る
く
楽
し

い
青
壮
年
部
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と

所
信
表
明
が
な
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に

総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
新
役
員

委
　
員
　
長
　
中
村
　
春
樹
（
蔵
山
支
部
）

副
委
員
長
　
中
島
　
正
一
（
蝶
屋
支
部
）

組
織
専
門
部
長
　
谷
口
喜
三
雄
（
大
神
支
部
）

営
農
農
政
専
門
部
長
　
高
本
　
祐
輔
（
林
支
部
）

地
域
交
流
専
門
部
長
　
林
　
　
展
弘
（
舘
畑
支
部
）

監
査
委
員
　
早
崎
　
長
人
（
蔵
山
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
堀
　
　
博
幸
（
蝶
屋
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
辻
　
　
博
之
（
大
神
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
西
納
　
義
晴
（
林
支
部
）

会
　
　
計
　
松
田
　
貴
弘
（
舘
畑
支
部
）

事
　
務
　
局
　
伊
藤
　
岳
史

　
　
　
　
　
　
　
大
井
　
祥
平

総会の様子（つるぎ支店２階）

挨拶をする竹内文雄組合長

地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性
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第
１
回
理
事
会

日
時
／
平
成
30
年
４
月
26
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
３
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査

定
結
果
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
３
月
末
貸
出
金
等
の
自
己
査
定
の
結
果
、

２
９
８
０
先
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
適
正
で
あ

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

（
可
決
）

平
成
29
年
度
事
業
に
お
い
て
、固
定
資
産（
建
物
）で
減

損
損
失
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
リ
ス
ク
管
理
積
立

金
規
程
第
6
条
第
4
項
に
基
づ
き
積
立
金
額
か
ら
当

該
損
失
相
当
額
を
取
崩
す
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
、そ

の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
規
程
の一部
改
正

に
つ
い
て（
可
決
）

将
来
の
臨
時
損
失
発
生
へ
の
備
え
や
内
部
留
保
の
充
実・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
リ
ス
ク
管
理
積
立
金

規
程
に
つ
い
て
、積
立
目
標
額
を
20/

１
０
０
０
か
ら
25/

１
０
０
０
に
増
額
、積
立
目
標
期
間
を
５
年
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
平
成
29
年
度
決
算
及
び
平
成
30
年
度
事

業
計
画
の
承
認
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
29
年
度
決
算
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
決
算
及
び
剰
余
金
処
分（
案
）、事
業
計
画
書（
案
）

（
情
勢
と
基
本
姿
勢
、事
業
別
基
本
方
針
と
重
点
実
施

事
項
、取
扱
高
計
画
、予
定
損
益
計
算
書
）に
基
づ
き
審

議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

（
可
決
）

総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項（
７
議
案
及
び
３
報
告

事
項
）に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
６
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与

等（
貸
付
金
の
額
、手
形
の
割
引
金
額
、債
務
の

保
証
額
、株
式
又
は
出
資
の
額
、私
募
の
社
債

の
額
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル・ペ
ー
パ
ー
の
額
及
び
有

価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、コ
ー
ル

ロ
ー
ン
の
額
、預
け
金
の
額
、金
銭
の
信
託
の

額
、公
募
の
社
債
の
額
、金
融
債
の
額
、コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン（
融
資
未
実
行
部
分
）、そ
の

他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

同
一
人
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の

供
与
等（
貸
付
金
の
額
、手
形
の
割
引
金
額
、債

務
の
保
証
額
、株
式
又
は
出
資
の
額
、私
募
の

社
債
の
額
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル・ペ
ー
パ
ー
の
額
及

び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、

コ
ー
ル
ロ
ー
ン
の
額
、預
け
金
の
額
、金
銭
の
信

託
の
額
、公
募
の
社
債
の
額
、金
融
債
の
額
、コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン（
融
資
未
実
行
部
分
）、そ

の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）の
最

高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内

容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て（
可
決
）

借
入
金
の
最
高
限
度
額
10
億
円
の
決
定
に
つ

い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の

決
定
に
つ
い
て（
可
決
）

貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
12・０
％
の
決

定
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
　
余
裕
金
運
用

方
針
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て
審

議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大

口
信
用
供
与
等
の
決
定
の
う
ち
組
合
長
に
一

任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て（
可
決
）

余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与

等
の
決
定
の
う
ち
組
合
長
に一任
す
る
限
度

額
５
億
円
に
つ
い
て
審
議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
職
員
退
職
給
与
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

こ
れ
ま
で
50
歳
以
上
の
早
期
退
職
者
へ
退
職

金
割
増
措
置
を
講
じ
て
き
た
が
、高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
等
、総
合
的
に
勘
案
し
、満
60

歳
３
月
ま
で
の
就
労
を
促
す
べ
く
早
期
退
職

の
特
例
措
置（
割
増
退
職
金
）の
廃
止
に
つ
い

て
審
議
し
、そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
手
取
Ｃ
Ｅ
籾
殻
庫
改
修
工
事
の

実
施
に
つ
い
て（
可
決
）

昭
和
28
年
12
月
に
鳥
越
有
機
生
産
組
合
よ

り
無
償
譲
渡
を
受
け
た
手
取
Ｃ
Ｅ
籾
殻
庫

は
、40
年
近
い
経
過
か
ら
腐
食
、老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
今
般
、改
修
工
事
を
行
な
い

ま
す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
、承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
平
成
30
年
度
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

平
成
30
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・プ
ロ
グ

ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て
、基
本
方
針
、コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
実
践
体
制
、平
成
30
年
度
実
践

事
項
に
つ
い
て
審

議
し
、そ
の
内
容
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
平
成
30
年
３
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
平
成
29
年
度
　
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ

い
て

３
　
平
成
30
年
度
　
第
１
四
半
期
余
裕
金
運

用
方
針
に
つ
い
て

４
　
平
成
29
年
度
　
内
部
監
査
に
関
す
る
報

告
に
つ
い
て

５
　
自
店
検
査
結
果
の
報
告（
平
成
30
年
１
〜

３
月
実
施
分
）に
つ
い
て

６
　
大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

７
　
平
成
30
年
度
　
第
１
四
半
期
子
会
社
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
事
業
報
告
に
つ
い
て

８
　
平
成
29
年
度  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・プ
ロ

グ
ラ
ム
取
組
状
況
報
告
に
つ
い
て

９
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
受

付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

10
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等

の
発
生
状
況
に
つ
い
て

11
　
平
成
29
年
度  

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢

力
等
に
か
か
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

12
　
平
成
29
年
度
　
組
合
員
数
に
つ
い
て

13
　
第
11
回
通
常
総
代
会
地
区
別
議
案
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て

14
　
そ
の
他

　
　
①
産
物
直
売
所「
め
ぐ
み
白
山
」の
開
店

に
つ
い
て

　
　
②
広
報
誌「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
」の
全
戸
配
布

に
つ
い
て

こ
れ
ら
14
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
時
　
平
成
30
年
６
月
23
日
（
土
）

●
場
所
　
J
A
白
山
本
店

　
　
　
　
鶴
来
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

平
成
29
年
度

第
11
回
通
常
総
代
会
開
催

　女
性
部

平
成
29
年
度
第
10
回
J
A
白
山
女
性
部
通
常
総
会
開
催

　
４
月
７
日
、
第
10
回
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部

通
常
総
会
が
、
つ
る
ぎ
支
店
２
階
会
議
室

で
関
係
者
50
名
が
参
加
し
、
開
催
し
ま
し

た
。
清
水
外
志
恵
部
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
平
成
29
年
度
優
績
活
動
賞
と
し
て

「
ふ
れ
ん
ず
」が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
当
Ｊ
Ａ
竹
内
文
雄
組
合
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
30
年
度
事
業
計
画
と

し
て
「
家
の
光
」
普
及
運
動
を
展
開
し
、

「
食
」と「
農
」
を
基
軸
と
し
た
地
産
地
消

の
普
及
活
動
を
重
要
事
項
と
す
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
社
会
貢
献
活
動
」や「
グ
リ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
等
を
開
催
し
、

女
性
の
自
主
・
自
立
に
基
づ
い
た
活
動
の

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
浦
顧
問
の
挨
拶
で
総
会
は
閉
会
し
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
第
10
回
J
A
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会
開
催

　青
壮
年
部

■
平
成
30
年
度
新
役
員

顧
　
問  
浦
　
久
美
子
（
手
取
支
部
）

部
　
長  

清
水
外
志
恵
（
つ
る
ぎ
支
部
）

副
部
長  

太
田
　
千
鶴
（
つ
る
ぎ
支
部
）

副
部
長  

岡
田
　
篤
子
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事  

藤
川
　
早
苗
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

監
　
事  

林
　
　
尚
美
（
つ
る
ぎ
支
部
）

本
部
事
務
局

　
　
谷
口
英
里
子
・
藤
本
　
美
穂

手
取
支
部

　
　
東
野
　
　
薫
・
鶴
尾
　
理
菜

鶴
来
支
部

　
　
藤
田
ま
り
子
・
大
平
結
美
子

蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト

　
　
澤
　
真
佐
恵
・
阿
部
羅
香
織

　
４
月
22
日
、
第
10
回
Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年

部
通
常
総
会
が
本
店
２
階
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
は
関
係
者
25
名
が
参
加
し
、

林
展
弘
委
員
長
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、

竹
内
組
合
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
平
成
29
年
度
事
業
報
告

で
は
、
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た「
比
咩
の
米
奉
納
白
山
登
山
」

や
、
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の
ア
ー
ト
部
門
に

お
け
る
蝶
屋
支
部
の
全
国
大
会
優
秀
賞
の

受
賞
な
ど
、
様
々
な
活
動
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
事
業
で
は
昨
年
度
の
活
動

に
加
え
、
バ
ケ
ツ
で
米
を
栽
培
す
る
「
バ

ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
参
加
募
集
を

拡
大
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
農
業
へ
の

親
し
み
を
さ
ら
に
発
信
し
て
い
く
計
画
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
退
任
す
る
林
委
員
長
か
ら
、「
新
委
員

長
を
先
頭
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
年
度
就
任
し
た

中
村
春
樹
委
員
長（
蔵
山
支
部
）か
ら
は
、

「
よ
り
よ
い
活
動
を
行
う
に
は
、
盟
友
み

ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
。
明
る
く
楽
し

い
青
壮
年
部
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と

所
信
表
明
が
な
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に

総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
新
役
員

委
　
員
　
長
　
中
村
　
春
樹
（
蔵
山
支
部
）

副
委
員
長
　
中
島
　
正
一
（
蝶
屋
支
部
）

組
織
専
門
部
長
　
谷
口
喜
三
雄
（
大
神
支
部
）

営
農
農
政
専
門
部
長
　
高
本
　
祐
輔
（
林
支
部
）

地
域
交
流
専
門
部
長
　
林
　
　
展
弘
（
舘
畑
支
部
）

監
査
委
員
　
早
崎
　
長
人
（
蔵
山
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
堀
　
　
博
幸
（
蝶
屋
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
辻
　
　
博
之
（
大
神
支
部
）

　
　
〃
　
　
　
西
納
　
義
晴
（
林
支
部
）

会
　
　
計
　
松
田
　
貴
弘
（
舘
畑
支
部
）

事
　
務
　
局
　
伊
藤
　
岳
史

　
　
　
　
　
　
　
大
井
　
祥
平

総会の様子（つるぎ支店２階）

挨拶をする竹内文雄組合長

地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性
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４
月
20
日
、
あ
い
わ
保
育
園
に
て
年
長
組

18
名
が
じ
ゃ
が
い
も
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
壮
年
部
林
支
部
長
高
本
裕
輔
さ
ん
と

つ
る
ぎ
支
店
林
支
店
長
の
挨
拶
後
、
高
本

支
部
長
の
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
達
が
種
を

植
え
ま
し
た
。
続
い
て
順
番
に
受
け
取
っ
た

肥
料
や
土
を
楽
し
そ
う
に
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
緑
色
の
葉
っ
ぱ
が
黄
色
く
な
っ
た
ら
収
穫

時
期
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
は
８
月
頃
の

予
定
で
す
。

つ
る
ぎ
支
店

　
４
月
23
日
、
支
店
裏
の
畑
で
、
じ
ゃ
が

い
も
種（
男
爵
・
き
た
あ
か
り
）10
㎏
の

定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
白
山
町
の
高
畠
政
親
さ
ん
、

半
田
義
春
さ
ん
の
指
導
の
下
、
種
に
高
畠

さ
ん
自
家
製
の
灰
を
つ
け
大
神
支
店
職
員

が
１
畝
に
２
列
、
30
㎝
間
隔
で
丁
寧
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
７
月
下
旬
に
は
、
地
元
の
保
育
園
児

を
招
い
て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験
を

行
う
そ
う
で
す
。

　
同
時
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
も
７
畝

７
０
０
株
行
い
、
６
月
上
旬
に
収
穫
し
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
出
荷
す
る
予
定

で
す
。

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

蝶
屋
支
店

大
神
支
店

　
４
月
24
日
、
蝶
屋
小
学
校
で
、
５
年

生
64
名
が
「
も
ち
米
の
種
ま
き
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
「
伝
統
的
な
稲
作
を
、

地
域
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
安
全
に
気
を
付
け
て
１
年

や
り
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
挨
拶
の
後
、

青
壮
年
部
蝶
屋
支
部
の
西
田
勉
さ
ん
の

指
導
で
６
年
生
が
昨
年
作
っ
た
も
ち
米
の

種
を
、
育
苗
箱
に
丁
寧
に
蒔
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
「
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ

た
」「
良
い
芽
が
育
つ
の
が
楽
し
み
」
と

感
想
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
田
植
え
」「
生
育
観
察
」

「
稲
刈
り
」「
か
き
餅
づ
く
り
」
を
行
う

予
定
で
す
。

丁寧に説明する高本支部長

子ども達の笑顔が楽しみですね

笑顔で指導する西田 勉さん

たくさん収穫できるように、しっかり植えました

　
４
月
28
日
、
平
加
町
の
畑
で
、
３
年

目
の
「
親
子
農
園
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
土
に
親
し
む
経
験
を
通
じ
て
、

農
作
業
の
苦
労
や
自
ら
育
て
た
野
菜
を

収
穫
す
る
喜
び
、
食
や
農
の
大
切
さ
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
食
農
教
育
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
児
童
・
園
児
と
保
護
者

14
組
35
名
で
、
蝶
屋
地
区
青
壮
年
部
の

盟
友
指
導
の
も
と
、
じ
ゃ
が
い
も
の
種

10
㎏
を
植
え
ま
し
た
。

　
暑
い
日
差
し
の
中
作
業
し
た
皆
さ
ん
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
収
穫
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蝶
屋
支
店
で
は
、
引
き
続
き
様
々
な
形

で
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、地
域

貢
献
の
取
り
組
み
と
し

て
、
多
様
な
世
代
の
人

が
交
流
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
事
や
健
康

講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
体
力
増
進
や
地
域

活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　
４
月
13
日
は
上
吉
谷
も
み
じ
会
が
上
吉
谷

集
会
所
で
「
頭
と
体
の
体
操
・
元
気
ピ
ン

ピ
ン
体
操
」
を
開
催
さ
れ
、
参
加
者
15
名
は

活
性
化
促
進
を
目
指
し
ま
し
た
。

元気よく体操をする上吉谷もみじ会のみなさん

1. 目　　的 高齢者組合員の健康増進、痴呆や寝たきりの予防を目的とした高齢者組織が開催
する諸活動「総称＝ふれあいサロン」に助成を行う

3. 支給対象者（組織） 高齢者組織の組合員とその構成員

４. 助 成 額 一集会につき一人あたり150円（税込）とする。
但し、１回に支払う助成額が5,000円を超える場合は、上限を5,000円とする。

2. 助成金支給の支給対象活動

助成金の支給対象となる活動は次のとおりとする。
1高齢者組織とJA白山が連携し白山市社会福祉協議会のふれあいサロンを実施した集会。
2積極的なJA直売所等（よらんかいねぇ広場・Ａコープ）の利用による高齢者組織が自ら

企画、実施する参加者での料理づくりと食事会に助成する。
3当JAが提案する下記のメニュー２項目を実施した集会に助成する。
　① 白山市まちかど市民講座を活用した集会
　② 健康維持向上を目的とした衣食住等に関するビデオ観賞の実施
　③ オレオレ詐欺予防に向け白山市・警察等を講師として開催した講習会
　④ その他、JAが認めたメニューを採用する活動

５. 助成条件 1JA白山各支店にて公的年金を受給している個人を対象に助成を行う。但し、
第２条２項（自ら企画、実施する参加者での料理づくり）による場合は、この
限りではない。

2「ふれあいサロン」は実施日の14日前に支店担当者と開催日時、内容等の確認を
行うことを原則とし、期限が守られない場合や内容が適合しない場合は助成でき
ないことがある。

3その他、可能な限りJA事業の利用を行うこと。

６. 助成金支給の期間および限度回数 1期　　間：平成30年5月1日～平成31年3月31日
2限度回数：年８回

７. 助成金の申請等 「ふれあいサロン」活動計画書（様式１）
「ふれあいサロン」活動助成金申請書（様式２）
「ふれあいサロン」参加者名簿（様式３）

■ お問い合わせは各支店まで ■

蝶屋支店　TEL 278-2315 　つるぎ支店　TEL 272-1515　 大神支店　TEL 272-0620
手取支店　TEL 255-5001　 白峰支店　　TEL 259-2003
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地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性

地域
 活性
地域
 活性

　
４
月
20
日
、
あ
い
わ
保
育
園
に
て
年
長
組

18
名
が
じ
ゃ
が
い
も
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
壮
年
部
林
支
部
長
高
本
裕
輔
さ
ん
と

つ
る
ぎ
支
店
林
支
店
長
の
挨
拶
後
、
高
本

支
部
長
の
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
達
が
種
を

植
え
ま
し
た
。
続
い
て
順
番
に
受
け
取
っ
た

肥
料
や
土
を
楽
し
そ
う
に
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
緑
色
の
葉
っ
ぱ
が
黄
色
く
な
っ
た
ら
収
穫

時
期
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
は
８
月
頃
の

予
定
で
す
。

つ
る
ぎ
支
店

　
４
月
23
日
、
支
店
裏
の
畑
で
、
じ
ゃ
が

い
も
種（
男
爵
・
き
た
あ
か
り
）10
㎏
の

定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
白
山
町
の
高
畠
政
親
さ
ん
、

半
田
義
春
さ
ん
の
指
導
の
下
、
種
に
高
畠

さ
ん
自
家
製
の
灰
を
つ
け
大
神
支
店
職
員

が
１
畝
に
２
列
、
30
㎝
間
隔
で
丁
寧
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
７
月
下
旬
に
は
、
地
元
の
保
育
園
児

を
招
い
て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験
を

行
う
そ
う
で
す
。

　
同
時
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
も
７
畝

７
０
０
株
行
い
、
６
月
上
旬
に
収
穫
し
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
出
荷
す
る
予
定

で
す
。

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

蝶
屋
支
店

大
神
支
店

　
４
月
24
日
、
蝶
屋
小
学
校
で
、
５
年

生
64
名
が
「
も
ち
米
の
種
ま
き
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
「
伝
統
的
な
稲
作
を
、

地
域
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
安
全
に
気
を
付
け
て
１
年

や
り
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
挨
拶
の
後
、

青
壮
年
部
蝶
屋
支
部
の
西
田
勉
さ
ん
の

指
導
で
６
年
生
が
昨
年
作
っ
た
も
ち
米
の

種
を
、
育
苗
箱
に
丁
寧
に
蒔
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
「
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ

た
」「
良
い
芽
が
育
つ
の
が
楽
し
み
」
と

感
想
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
田
植
え
」「
生
育
観
察
」

「
稲
刈
り
」「
か
き
餅
づ
く
り
」
を
行
う

予
定
で
す
。

丁寧に説明する高本支部長

子ども達の笑顔が楽しみですね

笑顔で指導する西田 勉さん

たくさん収穫できるように、しっかり植えました

　
４
月
28
日
、
平
加
町
の
畑
で
、
３
年

目
の
「
親
子
農
園
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
土
に
親
し
む
経
験
を
通
じ
て
、

農
作
業
の
苦
労
や
自
ら
育
て
た
野
菜
を

収
穫
す
る
喜
び
、
食
や
農
の
大
切
さ
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
食
農
教
育
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
児
童
・
園
児
と
保
護
者

14
組
35
名
で
、
蝶
屋
地
区
青
壮
年
部
の

盟
友
指
導
の
も
と
、
じ
ゃ
が
い
も
の
種

10
㎏
を
植
え
ま
し
た
。

　
暑
い
日
差
し
の
中
作
業
し
た
皆
さ
ん
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
収
穫
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蝶
屋
支
店
で
は
、
引
き
続
き
様
々
な
形

で
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、地
域

貢
献
の
取
り
組
み
と
し

て
、
多
様
な
世
代
の
人

が
交
流
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
事
や
健
康

講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
体
力
増
進
や
地
域

活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　
４
月
13
日
は
上
吉
谷
も
み
じ
会
が
上
吉
谷

集
会
所
で
「
頭
と
体
の
体
操
・
元
気
ピ
ン

ピ
ン
体
操
」
を
開
催
さ
れ
、
参
加
者
15
名
は

活
性
化
促
進
を
目
指
し
ま
し
た
。

元気よく体操をする上吉谷もみじ会のみなさん

1. 目　　的 高齢者組合員の健康増進、痴呆や寝たきりの予防を目的とした高齢者組織が開催
する諸活動「総称＝ふれあいサロン」に助成を行う

3. 支給対象者（組織） 高齢者組織の組合員とその構成員

４. 助 成 額 一集会につき一人あたり150円（税込）とする。
但し、１回に支払う助成額が5,000円を超える場合は、上限を5,000円とする。

2. 助成金支給の支給対象活動

助成金の支給対象となる活動は次のとおりとする。
1高齢者組織とJA白山が連携し白山市社会福祉協議会のふれあいサロンを実施した集会。
2積極的なJA直売所等（よらんかいねぇ広場・Ａコープ）の利用による高齢者組織が自ら

企画、実施する参加者での料理づくりと食事会に助成する。
3当JAが提案する下記のメニュー２項目を実施した集会に助成する。
　① 白山市まちかど市民講座を活用した集会
　② 健康維持向上を目的とした衣食住等に関するビデオ観賞の実施
　③ オレオレ詐欺予防に向け白山市・警察等を講師として開催した講習会
　④ その他、JAが認めたメニューを採用する活動

５. 助成条件 1JA白山各支店にて公的年金を受給している個人を対象に助成を行う。但し、
第２条２項（自ら企画、実施する参加者での料理づくり）による場合は、この
限りではない。

2「ふれあいサロン」は実施日の14日前に支店担当者と開催日時、内容等の確認を
行うことを原則とし、期限が守られない場合や内容が適合しない場合は助成でき
ないことがある。

3その他、可能な限りJA事業の利用を行うこと。

６. 助成金支給の期間および限度回数 1期　　間：平成30年5月1日～平成31年3月31日
2限度回数：年８回

７. 助成金の申請等 「ふれあいサロン」活動計画書（様式１）
「ふれあいサロン」活動助成金申請書（様式２）
「ふれあいサロン」参加者名簿（様式３）

■ お問い合わせは各支店まで ■

蝶屋支店　TEL 278-2315 　つるぎ支店　TEL 272-1515　 大神支店　TEL 272-0620
手取支店　TEL 255-5001　 白峰支店　　TEL 259-2003
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蝶屋支店つるぎ支店

総務部
総務課

総務部
総務課

平成30年度

　JA白山では、今年度新たに
５名の職員をむかえました。
　なにとぞご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願いいたします。

新 規 採 用
職 紹員 介

徳山 翔紀
営農経済部
販売施設課

●趣 味
映画鑑賞、特に洋画が好きです。
●自分を野菜に例えると
ニンジン（土の中でじっと収穫を待つ
ように、忍耐力がある）
●上司からのコメント
明るい笑顔でお客様に可愛がられるよ
う頑張ってください。期待しています。

とくやま しょうき
松山 佑希子
まつやま ゆきこ

鈴木 あずさ
すずき あずさ

●趣 味
カラオケ、特に米津玄師やONE OK ROCK
の曲を歌います。
●自分を野菜に例えると
メロン（マイペース）
●上司からのコメント
社会人一年生で慣れない仕事ばかりで
すが、笑顔を絶やさず前向きに取り組
んでいます。営農指導員として組合員
の皆さまから頼りにされるよう頑張っ
てください。

板橋 佑太

●趣 味
一の宮神社と呼ばれる日本各地の大き
な神社を巡っています。
●自分を野菜に例えると
白菜（どんな鍋にも合い、ないと物足
りない）
●上司からのコメント
仕事の飲み込みが早いうえ、周辺への気
配りもできる期待の新人です。先輩たち
に学びながら５年、10年先のJA白山の
要となれるよう日々、成長してください。

いたはし ゆうた
大井 祥平
おおい しょうへい

●趣 味
球技。特に野球とテニスをよくやります。
●自分を野菜に例えると
トマト（野菜で一番好きだから）
●上司からのコメント
仕事に慣れるまで時間はかかりますが、
周りがサポートしますので、前向きに
取り組んで下さい。また、ふれあい訪
問等を通じて多くの組合員と接して下
さい。

●趣 味
美味しいものを食べること。甘いもの
と辛いものが好きです。
●自分を野菜に例えると
ダイコン（どんな味付けにもなれる）
●上司からのコメント
何事にも素直に取り組む姿勢に好感が
持てます。あたたかく見守って下さい
ますようお願いいたします。

共済こぼれ話
入ってて良かった…JA共済

　最近車の平均使用年数は
長くなる傾向にあります。

　長期間乗られているお車の修理費は車両共済金額（価
額）を超過する可能性が高まります。
　そこでおすすめなのが、車両超過修理費用保障特約です。
車両共済金額（価額）を超える額を50万円まで保障します。
　ドライブにぴったりの季節、お車でお出かけする機会も
多くなるのではないでしょうか。自動車共済の保障の見直
しを一度ご検討してみてはいかがでしょうか。
　お近くの本支店窓口までお気軽にご相談ください。

（本店共済部　Ｋさん）

この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。登録番号【18191510134】

●車両超過修理費用保障特約のご加入には、車両保障をご契約いただく必要があります。　●車両超過修理費用保障特約にご加入いただける
お車は自家用8車種に限ります。自家用8車種とは自家用普通乗用車、自家用小型乗用車、自家用軽自動車、自家用小型貨物自動車、自家用軽貨
物自動車、自家用普通貨物自動車（最大積載量0.5トン以下）、自家用普通貨物自動車（最大積載量0.5トン超2トン以下）、特種用途自動車（キャン
ピング車）をいいます。

平成 30 年度　水 稲 受 託 料 金 表

■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。　　　

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216） ※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる　平成27年３月26日改定

平 成 30 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。　　　

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216） ※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる　平成27年３月26日改定

平 成 30 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
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蝶屋支店つるぎ支店

総務部
総務課

総務部
総務課

平成30年度

　JA白山では、今年度新たに
５名の職員をむかえました。
　なにとぞご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願いいたします。

新 規 採 用
職 紹員 介

徳山 翔紀
営農経済部
販売施設課

●趣 味
映画鑑賞、特に洋画が好きです。
●自分を野菜に例えると
ニンジン（土の中でじっと収穫を待つ
ように、忍耐力がある）
●上司からのコメント
明るい笑顔でお客様に可愛がられるよ
う頑張ってください。期待しています。

とくやま しょうき
松山 佑希子
まつやま ゆきこ

鈴木 あずさ
すずき あずさ

●趣 味
カラオケ、特に米津玄師やONE OK ROCK
の曲を歌います。
●自分を野菜に例えると
メロン（マイペース）
●上司からのコメント
社会人一年生で慣れない仕事ばかりで
すが、笑顔を絶やさず前向きに取り組
んでいます。営農指導員として組合員
の皆さまから頼りにされるよう頑張っ
てください。

板橋 佑太

●趣 味
一の宮神社と呼ばれる日本各地の大き
な神社を巡っています。
●自分を野菜に例えると
白菜（どんな鍋にも合い、ないと物足
りない）
●上司からのコメント
仕事の飲み込みが早いうえ、周辺への気
配りもできる期待の新人です。先輩たち
に学びながら５年、10年先のJA白山の
要となれるよう日々、成長してください。

いたはし ゆうた
大井 祥平
おおい しょうへい

●趣 味
球技。特に野球とテニスをよくやります。
●自分を野菜に例えると
トマト（野菜で一番好きだから）
●上司からのコメント
仕事に慣れるまで時間はかかりますが、
周りがサポートしますので、前向きに
取り組んで下さい。また、ふれあい訪
問等を通じて多くの組合員と接して下
さい。

●趣 味
美味しいものを食べること。甘いもの
と辛いものが好きです。
●自分を野菜に例えると
ダイコン（どんな味付けにもなれる）
●上司からのコメント
何事にも素直に取り組む姿勢に好感が
持てます。あたたかく見守って下さい
ますようお願いいたします。

共済こぼれ話
入ってて良かった…JA共済

　最近車の平均使用年数は
長くなる傾向にあります。

　長期間乗られているお車の修理費は車両共済金額（価
額）を超過する可能性が高まります。
　そこでおすすめなのが、車両超過修理費用保障特約です。
車両共済金額（価額）を超える額を50万円まで保障します。
　ドライブにぴったりの季節、お車でお出かけする機会も
多くなるのではないでしょうか。自動車共済の保障の見直
しを一度ご検討してみてはいかがでしょうか。
　お近くの本支店窓口までお気軽にご相談ください。

（本店共済部　Ｋさん）

この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。登録番号【18191510134】

●車両超過修理費用保障特約のご加入には、車両保障をご契約いただく必要があります。　●車両超過修理費用保障特約にご加入いただける
お車は自家用8車種に限ります。自家用8車種とは自家用普通乗用車、自家用小型乗用車、自家用軽自動車、自家用小型貨物自動車、自家用軽貨
物自動車、自家用普通貨物自動車（最大積載量0.5トン以下）、自家用普通貨物自動車（最大積載量0.5トン超2トン以下）、特種用途自動車（キャン
ピング車）をいいます。

平成 30 年度　水 稲 受 託 料 金 表

■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。　　　

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216） ※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる　平成27年３月26日改定

平 成 30 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）

ランク 蔵山 ･ 林 ･ 舘畑 * 蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

A 9,000
[12,720]

5,000
[8,720]

5,000
[8,720]

各集落の基準に
準ずる

1 区画　 2,000㎡以上
（圃場整備 4 年目以上）

B 4,500
[8,220]

2,500
[6,220]

2,500
[6,220]

1 区画　1,300 ～ 1,999㎡
（圃場整備 4 年目以上）

C 1,500
[5,220]

1,000
[4,720]

1,000
[4,720]

1 区画 　800 ～ 1,299㎡

D 0
[3,720]

0
[3,720]

0
[3,720]

1 区画   799㎡以下

※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。
なお、小作料、用水費（2,970 円）・土地改良経常賦課金（750 円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。

（注 1）｢* 蔵山の一部 *｣ とは月橋、小柳地区の県道 45 号線（旧国道 157 号線）を境として山側（東方向）の圃場。
（注 2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注 3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。
（注 4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後 3 年間は 2 ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 421 ダコレート施用済み

硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 700 756

珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,620 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に
ついては 1 割～ 2 割増しとする。　　　

耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,480

中 代 10㌃当 1,800 1,944

代 か き 10㌃当 6,900 7,452

畦 ぬ り １㍍当 50 54

田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,560
756
54

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,620

刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,440
2,721

※倒伏状況等により刈取り料金を 
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 864

（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （216） ※色彩選別料金は参考料金とする。

肥 料 散 布 20㌔当 700 756

JA作業料金に準ずる　平成27年３月26日改定

平 成 30 年 度  水 稲 受 託 料 金 表
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組合員数  6,826名（団体含）

貯金残高 70,888百万円
貸出金残高 16,527百万円
長期共済保有高 2,804.7億円
購買品供給高 2,109,412千円
販売品取扱高 1,108,994千円
職員数（パート除く） 138名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
平成 30 年 5 月 25 日（金）
平成 30 年 6 月 25 日（月）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

さかい のぶよし

エーコープマーク品は、安心と信頼のくらしの良品です。

国産
愛用

アンケートのお願い
エーコープマーク品についての貴重なご意見・ご要望を今後の商品開発、
カタログ作成等に役立てたく広くお声をお聞きしたいとアンケートを実施
します。アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で50名様に
1,000円相当の粗品をプレゼントします。なお、当選者の発表は商品の発送
をもってかえさせていただきます。

エーコープマーク品には、食品・日用品・衣料品など私たちのくらしに必要な商品が、約1,200アイテ
ムあります。健康で豊かなくらしには、安全・安心な商品が何よりも大切です。エーコープマーク品の開
発指針にも「安心して使える商品」を掲げ、「安全・安心」にこだわりを持った商品開発を行っています。

主原料が国産100％の商品にのみエーコープ品オリジナルの
「国産愛用」マークを表示しています。

個人情報のお取り扱いについて
ご記入いただいた個人情報は、賞品の発送に使用させていただきます。また、その個人
情報をお客様の同意を得ないでJA以外の第三者に開示・提供することはありません。

組合員様に支えられ、お陰様で創業100年を迎えることができました。
今後ともエーコープの醸造元 大興産業株式会社をよろしくお願い致します。

〈応募先〉〒920-0357 金沢市佐奇森町イ7番地1
　　　　株式会社ジャコム石川 食品部 組織用品課 共同購入事務局

官製はがきにアンケート①～③の回答、郵便
番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号・購入先
JA名を明記の上、下記宛先までご応募ください。

応募
方法

アンケート
①オススメしたいエーコープマーク品を教えてください。
②カタログに掲載してほしい商品がありましたら記入
お願いします。
③ご意見・ご要望を記入お願いします。

応募締切
平成30年
8月1日㈬
消印有効

エーコープマーク品

安全・安心な国内産
食品原材料を優先使用

オリジナル開発商品
「安全・安心」にこだわる 安全・安心な国産の原材料を優先的に使用しています。

1
食品添加物や残留農薬など食品の安全性や、品質を規定する項目につい
て厳しいチェックを行い、安全性の確保と品質の維持向上に努めています。

安全・傾向に配慮した
品質基準や表示基準を設定2

環境に優しいことを商品開発の重要なポイントにしています。

地球環境に
優しい商品を開発3

全農営農・技術センターに、エーコープマーク品の商品検査を担当する
商品管理室を設置しています。

JAグループ（全農）が
品質を保証4

ありがとうございます！
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